
 特別利用が始まります！

 私のお勧め本

心理学 高橋教授が、お勧めします！

 図書館からのお知らせ

特別利用が始まります！（学生利用者は申請者限定）

前期試験週にはいるため、閉館後も図書館が利用できる特別利用が８月１７日(月）から始まります。初めて利用する方
も、そうでない方もルールとマナーを守ってご利用ください。平成２６年度までの無人開館では、食べ物やゴミの散らかし、
机への落書きや不正利用が増え、運用にかかる経費が増加したうえに、うるさくて勉強できない、という苦情もありました。
図書館は、自室でもカフェでもありません。職員の取り締まりや、誰かが何かをしてくれることを期待するのではなく、

学生のみなさまの自主的なマナー向上をお願いします。
＊未申請の学生は、裏面をご覧ください。

よくある 集
(‾△‾；）

全員学生だから、１人
が学生証を通せばい

いんだよね。
玄関やロッカー室
とは違います。必
ず１人ずつ通して

ください。

職員がいないから、ご飯を
食べちゃう。バレなければ

いいよね

図書館で食べるのは禁止です。
他の利用者の迷惑になります。

ホールで食べてください。

掃除は職員の仕事だから、ゴミ
も片付けてくれるよね

ゴミは各自で片付けてください。
職員は環境整備のみ行います。

あまりにもゴミが散乱すると、
整備時間が長引き、開館時間

が遅くなります。

席を立つときは原状に戻してく
ださい。

ちょっと帰るけど、
また来るから荷
物置いていって
もいいよね。

夏だし、ドリンク
はどれでも許可さ
れているんだよね。

ドリンクは、蓋が閉まり、倒しても零れない容器
限定です。紙パック、紙コップ（簡易蓋があって
も）は許可していません。また、パソコンや視聴

覚機器の席ではドリンクも禁止です。

すぐに戻ってくるつもりだったのに、
帰宅したとたんに眠気におそわれ

戻れませんでした、という学生さんは非常
に多いのです。自分が大丈夫という保証は
ありません。図書館を離れる場合には荷
物は持って出てください。

カードリーダー
の音

特別利用説明会
UpToDate Anywhere ほか
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私のお勧め本＜第27回＞ 心理学 高橋 雅治教授

ミニミニ本屋さんで選んでくれた本が並んでいます！

6月24-26日に行ないまし
たミニミニ本屋さんで、皆さ
んが選んでくれた本が貸し
出されています。
図書館1階メディアストリ

ートに、選んでくれた方の
コメントとともに展示
されています。

料理本から哲学書
まで、バラエティに富
んだ本がみなさまの
ご利用をお待ちして

います。

図書館からのお知らせ

鳥たちの驚異的な感覚世界 （ティム・バークヘッド/沼尻由紀子

訳） 河出書房新社 図・2F開架/一般教育 488.1/Tor

特別利用申請のための説明会の開催について（全学年の学生対象）
利用希望で未申請の方は出席してください。説明会の中で申請書を交付し、受付いたします。

8月20日（木）、21日（金）16：40- 臨床第２講義室で開催します。

UpToDate® Anywhere は、学内で登録作業を行なうと、学外でも利用できます。
UpToDate®は、臨床上の疑問に対し、短時間でエビデンスの高い情報を探し出し、治療の意思決定の支援につなげるこ

とができます。最近は、ケアの質、入院期間、患者の安全性、死亡率の改善に役立ち、医療機関の大幅なコスト削減に
つなげることができるという研究もでています。UpToDate® Anywhereは、学内ではもちろん、登録すると学外でも使えま
す。登録方法の説明を記載したパンフレットを用意しています。ご希望の方は、図書館カウンターでお受け取りください。

夏休みの長期貸し出し（全学内者対象）中です。 長期貸出の返却日は、９月１日（火）です。

暑い日は、館内に冷房を入れています。窓を開けないようご協力ください。

この本は，英国の行動生態学者であるティム・バークヘッドが鳥類の感覚について解説した科
学読物である。鳥類の感覚世界が科学の力により次第に明らかにされてゆく様子が研究者達の
逸話とともに活写されていて，読む者を飽きさせない。

また，猛禽類の驚異的な視覚能力から，渡り鳥の謎に満ちた磁気感覚に至るまで，生物学的
に興味深い話題がつぎつぎと登場する。さらに，暗黒の洞窟に住むヨタカの耳に脱脂綿をつめて
反響定位の能力を調べる研究や，電磁石コイルで実験室の磁場を反転させてハトの磁気感覚を
分析する研究など、ワクワクするような実験も多数紹介されている。

紹介されている感覚の一例をあげると，イヌワシなどの猛禽類の網膜には，錐体細胞が密集する「窩(fovea)」が２箇
所(中心窩と側頭窩)あり，単眼で2つの対象を高解像度で捉えていると考えられている。さらに，左右の眼球がそれぞ

れ異なる対象を知覚することもできるようである。ということは，イヌワシにとっては、空中で獲物を追いかけながら，地
面までの距離や自分を観察している研究者の動きにも注意を払うことなどは，それこそ朝飯前なのではないだろうか。
もしそうであれば，実行機能を司る前頭葉や空間的な注意配分を担う頭頂葉の機能も人間とは大きく異なっているに違
いない。このような連想に耽っていると，教科書に載っている知識は，自然界に埋め込まれている深遠な複雑系のほん
の一端にすぎないように思えてくる。生物にかかわる学問を学ぶ学生にお薦めの好著である。


